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平成 26年 5月 12日発売予定週刊ビッグコミックスピリッツ掲載の「美味しんぼ」の内容の一部訂正

について（申し入れ） 

 

昨日、大阪市からの要請に応じ御送付頂きました標題週刊誌掲載予定の「美味しんぼ」については、

その作中に、登場人物が「大阪で、受け入れたガレキを処理する焼却場の近くに住む住民 1000人ほどを

対象に、お母さんたちが調査したところ、放射線だけの影響と断定はできませんが、眼や呼吸器系の症

状が出ています。」、「鼻血や、眼、のどや皮膚などに、不快や症状を訴える人が約 800人もあったのです。」

とコメントする表現がありますが、この表現は不適切であり、発売までにその内容を削除・訂正するよ

う強く申し入れます。 

 

大阪府、大阪市におきましては、東日本大震災により生じた災害廃棄物の広域処理について、国か

らの要請や岩手県からの要請を受け岩手県宮古地区の災害廃棄物を受入れることとし、平成 24年 11月

29日、30日の試験処理による安全性確認のうえ、平成 25年 1月 23日から 9月 10日まで本格処理を行

い、処理期間中や処理後においても放射能濃度や空間放射線量率、その他必要な項目について十分な測

定を行い、その結果は府市ホームページにおいて公表しておりますが、測定結果は、全て受け入れの前

後で変化はなく、大幅に基準値を下回るもので、安全に処理していることを確認しております。 

また、大阪市において市内 24区における空間放射線量率を、試験処理前の平成 24年 10月から、

広域処理終了後の平成 26年 3月まで測定してきましたが、これらの結果は、処理期間を通じて特段

変化は見受けられなかったことから、災害廃棄物の受入による影響は見受けられませんでした。 

 

なお、処理を行った焼却工場の存在する此花区役所、同保健福祉センター、此花区医師会に確認をし

ましたが、処理中においても、その後においても、作中に表現のある「大阪で受け入れたガレキを処理

する焼却場の近くに住む多数の住民に眼や呼吸器系の症状が出ている」というような状況はございませ

んでした。 

 

訂正を求めている作中のコメントは、ある団体の資料をもとにした可能性がありますが、その調査手

法は、インターネットを利用し体調に異変のあった人が個別に書き込む形式であり、もしこの団体の資

料をもとにしたものであれば、「焼却場の近くに住む住民 1000人ほどを対象に調査をした結果、鼻血や、

眼、のどや皮膚などに不快な症状を訴える人が約 800人もあった」という表現は、誤解を生む極めて不

当なものであると考えております。 

 

事実と異なる貴誌「美味しんぼ」記載の表現は、此花区民をはじめ大阪府民の無用な不安を煽るだけ

でなく、風評被害を招き、ひいては平穏で安寧な市民生活を脅かす恐れのある極めて不適切な表現であ

り、冒頭述べましたように、発売までに削除・訂正されるよう強く申し入れるものです。 


